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販
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産
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油

今

ま

で
福

岡

県

を
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し

た

明

治

の
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油

の
用

途
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見

て
き

た
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で

は

そ

の
消

費

量

は
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位

だ
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。
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が
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に
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は
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、
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〇
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五
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九
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治
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入

に
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は
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〔
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治

世

相

編

年
辞

典

〕
明

治

二

年

の
項

に

次
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よ

う

に
書

か

れ

て
い

る
。

こ

の

年
、

は

じ

め

て
石
油

を

輸

入

す

(
経

済

年

表

)

。

は

じ

め

は

長

崎

で
中

国

商

人

の
手

に

よ

っ

て
輸

入

さ

れ
、

二

年

は

八

函
、

三

年

七
〇

函
、

四

年

四

一
七

函

と

増

加

し

た
。

国
内

で

は

そ

れ

を

ビ

ー

ル

の
空

瓶

に
詰

め

て
四

年
頃

は

一
本

一
分

の
値

段

で
売

り

さ

ば

い
た

。

四

年

頃

の
売

れ

高

は

六

両

一
分

で

あ

っ
た

。

(
日
本

石
油

史

)

明

治
初

年

の
石

油

は

、

主

と

し

て
横

浜
、
神

戸

の
港

か

ら

輸

入

さ

れ

た

の
だ

ろ

う

が
、

長

崎

か

ら

も

ご

く

少

量

が
輸

入

さ

れ

て

い

た

こ

と

が
、

こ

の

辞

典

か

ら

知
ら
れ
る
。
ま
た
、
前
掲
表
中
明
治
初
年
の
国
産
油

の
所
に
は
ー

が
付
さ
れ

て
い

る

が
、

小
倉

の

〔
中

原

嘉

左

右

日

記

〕
に

は

明

治

三

年

一
月

越

前

油

・
大

阪

油

を

購

入

し

た

こ

と

が

書

か

れ

て

い

る

か

ら
、

九

州

で

も

一
部

の

人

の
間

で

は
国
産
油
を
使
用
し
て
知
り
、
1

の
意
味
は
そ
の
産
額
が
不
明
だ
と
言
う
こ

と

を

意

味

す

る
。

石

油

輸

入

は
、

最

初

の
間

ほ

と

ん
ど

米

国

が

独

占
、

そ

の
販

売

権

は
横

浜

の

ス
タ

ン
ダ

ー

ド
商

会

が
握

っ

て
い

た

o

し

か

し

明

治

二
十

六

年

か

ら
、

露

油

の
輸

入

が

急

激

に

増

加

す

る

。

当
時

の

露
油

の
状

況

に

つ
い

て

は
、

明

治

三

十

}
年

}
月

二

十

一
日

の

〔
福

陵

新

報

〕

に

次

の
記

事

が

あ

る
。

◎

露

国

の
石

油

採

取

業

、

露

油

の
重

も

な

る

産

出

地

は

ア
プ

シ

ェ

ロ

ン
半

島

に

於

け

る

バ

ク

ー
地

方

に

し

て
、

ラ

レ

ッ
ク

・
ク

ー

バ

ン
其

他

後

裏

海

州

方
よ
が

コ
け

カ

ザ
ス

あ

か

い

ま
た

・
達
爾
給
斯
丹

・
ク
リ
ミ
ヤ
及
高
加
索
の
或
る
地
方
に
於
て
も
亦
豊
富
の
源

泉
存
す
る
由
な
る
が
、
採
取
業
の
発
達
せ
し
は
最
近
年
に
し
て
、
当
初
の
産

出
高
は

一
ヶ
年
二
百
万
ブ
ー
ド
に
過
ぎ
ざ
り
し
も
、
千
八
百
七
十
二
年
に
於

け
る
新
条
例
発
布
は
石
脳
油
業
の
発
達
に

}
新
時
期
を
与

へ
た
る
も
の
に
し

て
、
露
国
全
部
に
於
け
る
石
脳
油

の
産
出
高
は
千
八
百
八
十
二
年
に
方
り
て



わ
ザ
か

僅
に
百
七
十
五
万
ブ
ー
ド
な
り
し
が
、
千
八
百
八
十
二
年
に
於

て
既
に
五
千

尾
為

わ
い

万

ブ

ー

ド
に

達

し
、

其

よ

り

十

年
を

へ
千

八

百

九
十

二

年

に

於

て
三

億

ブ

ー

ド

の
多

額

に

上

り

、

千

八

百

九

十

四

年
に

於

て

三
億

千

六

百

万

ブ

ー

ド
に

達

せ

り

。

而

し

て
外

国

へ
の
輸

出

高

は
、

千

八

百

八

十

一
年
に

は

百

万

ブ

ー

ド

に

過

ぎ

ざ

り

し

も

の
千

八

百

九

十

四

年

に

於

て
五

千

三

百

万

ブ

ー

ド

に

増

加

お
よ
み

つ

↓
,と
t

し
、

輸

出

価

格

よ
り

見

る

と

き

は

穀

類

、

亜

麻

及

材

木

に

亜

ぎ

て

最

巨

額

を

占

む

と

。

な

お

参

考

の
た

め
に

、

三

十

年

中

横

浜

出

入

石
油

に

つ

い

て

の
記

事

を
、

三

十

一
年

一
月

七

日

の

〔
福

陵

新

報

〕
か
ら

転

載

し

て
お

こ

う

。

文

中

、

錨

・
タ

ン

ク

は

露
油

、

チ

ャ

ス
タ

・
ホ
ー

キ
は
米

油

で

あ

る

。

横

浜

増

田
商

店

の
調

査

に

依

れ

ば
、

昨

年

中

石

油

の
横

浜

を

出

入

せ

る

も

の

左

の
如

く

、

合

計

四

百

八

十

二

万

五

百

八
十

六

函

に

し

て
稀

有

の
巨
額

に

達

し

た

り

。

チ

ャ

ス
タ

ホ

ー

キ

錨ス

マ
ト

ラ

タ

ン

ク

合

計

(
以

下

略

)

輸
入
高

一、
四

五

二
、
五

二

一

二

五

一、
二

五

〇

三

八

四
、
五

一
〇

四

七
、
八

七

一

未

詳

二
、
一

三

六
、
一

五

二

輸
出
高

一、
三

八

〇
、
五

二

九

二

五

九
、
五

八

〇

三

五

二
、
九

三

五

四

七
、
八

七

一

六

六

三
、
五

一
九

二
、
六

八

四
、
四

三

四

こ

の

よ

う

な

露
油

の
急

伸

も
、

米

油

と

の
販

売

合

戦

に
敗

れ

て
後

急

速

に

日

本

に

お
け

る
販

路

を

失

い
、

一
時

米

油

が

わ

が

物

顔

に

日

本

国

内

を

横

行

す

る

c

し

か

し

明

治
末

に

な

っ
て
、

シ

ェ
ル
系

の

ラ

イ

ジ

ン
グ

サ

ン
が

日
本

市

場

に

な
¢殴

り

込

み

を

か
け

、

大

正

へ
と

移

っ

て
行

く

。

.

石

油

の
供

給

量

は
、

表

に

見

る

よ

う

に
、

明

治

の
中

ご

ろ

か

ら

急

激

な

増

加

を

続

け

る

が
、

特

に

国

産

油

の
増

加

が

著

る

し

い

。

外

油

の

う

ち

で

は
、

起

伏

は

あ

っ
た

が
、

お

お

む

ね
米

油

が

そ

の
主

力

を
占

め

て

い
た

。

米

国

産

油

に

つ

い

て
は
、

大

正

元

年

一
月

二
十

八

日

の

〔
福

岡

日

日

〕
に

次

の
記

事

が

あ

る

の

で
、

参

考

の
た

め
に

挙

げ

て

於

こ

う

。

○

米

国

原

油

の
増

加

一
九

一

一
年

度

に

於

け

る

世
界

の
石

油

噴

出
量

は

三

億

四

百

四

万

石

に

し

て
、

雌

内
米

国

の
産

出

額

は
期

六

割

三

分

を
占

め
、

前

年

よ
り

多

き

こ
と

実

⑦
ぼ

に

九

百

七

十

万

石

に

上

り

、

其

総

産

出

価

額

二
億

六

千

八

百

八

万

円

に

達

し

居

れ

り

。

斯

く

米

国

に

於

て
特

に

多

量

の
増

加

を

見

た

る

は

重

に

加

州

産

額

激

増

の

結

果

に

し

て

(
同

州

昨

年

度

の
噴

出

量

は

七

千

百

五
十

万

石

)
、

雌

外

ヴ

ヰ

ト

ン
ラ

の
新

噴

油

坑

、

・
ル
イ

ジ

ア

ナ
州

の
カ

ッ
ド

及
び

北

部

テ

キ

サ

ス

の

エ
レ
ク

ト

ラ
等

に

於

け

る

増

量

も

、

之

が

一
因

と

し

て
算

ふ

べ

き

な

り

o今

各

地

の
生

産

額

中

重

な

る

も

の
を

表

示

す

れ

ば
、

左

の
如

し
。

加

州

七

一、
五

〇

四
、
千

石

オ
ク

ラ

ホ

マ

四

九
、
四

一
四

イ

リ

ノ
イ

ニ

七
、
五

九

九

ル
イ

シ

ァ

ナ

九
、
四

四

七

等

な

る

が
、

更

に

合

衆

国

の
全

産

額

を

各

年

別

に

示

せ

ば
、

一
九
〇

一
年

六

一、
〇

六

二

千

石

一
九
〇

三

年

八

八
、
四

〇

六

}
九
〇

五

年

一

一
八
、
五

五

一

一
九
〇

七

年

一
四

六
、
一
六

四

一
九

〇

九

年

一
六

一
、
一
九

〇

一
九

一

一
年

一
九

三
、
九

九

五

に

し

て
、

即

ち

最

近

に

至

り

て
産

額

の
増

加

益

益

著

る

し

き

其

一
方

に
、

其



こ
う

ニラ

眈
た

価

格

は
毫

も

不
落

せ

ざ

る

の
み

か

益

益

昂

騰

す

る

の

み
。

蓋

し
最

近

燃

料

と

し

て

の
需

要

激

増

せ

る

こ

と
、

輸

送
力

の
増

加

及

び

原

油

精

製

法

の
改

善

に

ょ

る

各

地

の
貯

蔵

額

減

退

と

に
基

く

も

の
な

る

べ
し

と

い
ふ
。

以

上

が
、

明

治

に

お
け

る

石
油

供

給

販

売

に

つ

い

て

の
概

要

だ

が
、

次

項

以

下

で
、

こ

の
石

油

を

め
ぐ

っ
て

の
業

界

の
動

き

を
、

福

岡

市

を
中

心

と

し

て
述

べ

よ

う

。

な

お
、

国

産

油

は

四
十

二

年
以

降

明

治
末

に

か

け

て
減

少

し

て

い

る
。

　胃

明

治

中

ご

ろ

ま

で

の
石

油

販

売

明

治

十

八

年

二

八

八

五
)

八
月

に

は
、

新

聞

に

石

炭

油

事

故

続

発

の
記

事

(
参

照

一
、
　

事

故

と

公

害

)

が
見

え

る

か

ら
、

当

時

福

岡

地

方

に

も

石
油

を

販

売

す

る

店

が

あ

っ
た

筈

だ

が
、

記

事

や

広

告

に

は

一
切

見

当

ら

な

い
。

お

そ

ら

く

当
時

石
油

販

売

は
、

専

門

店

や
特

約

店

で
は

な

く
、

一
般

の
商

店

の
中

い

く

つ

か

が
他

の
商

品

と

と

も

に

販

売

し

て
い

た

も

の
だ

ろ

う

。

し

か

し
、

石

油

の
販

売

量

が
増

加

す

る

よ

う

に

な

っ
た

の

で
、

十

八

年
十

一

月

に

は
、

「
近

来

石

炭

油

に

水

を

調

合

し
売

出

す

者

あ

る

と

の
事

を

早

く

も
警

け
・い
じ
つ
そ
の

{
っ塵

察

署

ハ
探

知

し
、

頃

日
其

好

商

を

捕

縛

し
、

今

専

ら

取

調

中

な

り

と

。

其

犯

罪

者

ハ
山

口
県

赤

間

関

区

(
〈

筆

者

注

V
現

下

関

市

)

入

江

町

の
福

本

平

造

と

い

う

者

の
由

な

り

・

」

と

い

う

よ
う

な

不

心
得

者

も

現

れ

る

よ

う

に

な

っ
た
。

目

先

の
小

利

に
捕

わ

れ

て

こ
そ

こ
そ

し

た

イ

ン
チ

キ

を

す

る

者

が

出

る

の

は
、

当

時

の

日
本

人

の
弊

害

で
あ

っ
て
、

こ

の
点

、

支

那

商

人

の
信

頼

度

の
高

い
取

引

き

に

関

す

る
記

事

に
出

会

す

る

た

び

に

情

け

な

い

気

持

ち

に

な

る

。

初

め

て
新

聞

に

石
油

販

売

広

告

が
出

る

の

は
、

十

九

年

二

八

八

六

)

六

月

五

日

の

〔
福

岡

日

日
新

聞

〕
の

よ
う

だ

。

そ

の
広

告

に

は
、

「
舶

来

石

炭

油

大

販

売

」

と

し

て
、

「
各

位

ノ
御

便

利

ヲ
量

リ
、

石
油

半

函

ヨ
リ

幾

千

函

二
至

ル

モ
下
直

ニ
テ
販

売

仕

候

間
、

御

来

求

奉

願

候

也

。

博

多

上

洲

崎

町

二
十

二
番

地

V

、

大

坂

重

明

舎

出

張

店

。

」

と

あ

る

。

こ

の

よ

う

に
、

福

岡

市

に

於
け

る
最

初

の
本

格

的

な

石
油

販

売

店

は
、

大

阪

の

商
社

の
出

張

店

と

し

て
現

れ

た

。

し

か

し

二
十

二

年

(
一
八

八

九

)

十

二

月

に

な

る

と

、

福

岡

市

に

も

石
油

を

卸

売

り

す

る
店

が
出

来
、

同

月

五
～

七

日

の

〔
福

岡

日

日

〕
に

は

次

の
広

告

が

連

載

さ
れ

て

い

る
o

石

油

卸

売

広

告

。

右

本

月

五

日

ヨ
リ
卸

売

開

業

候

条

、

大

勉

強

仕

正
直

に

販

売

致

候

間

、

陸

続

御

求

ヲ
乞

フ
。

十

二

月

。

福

岡

紺

屋

町

七
番

地

、

発

売

所
、

山

下

円

造

。

ラ

ン
プ
用

と

し

て

の
石
油

の
需

要

が
増

大

し

て
き

た

二
十

三

年

(
一
八

九
〇

)

九

月

に

は

、

そ

れ

ま

で
米

国

お

よ
び

ロ

シ

ア
か

ら

石

油

を

直

輸

入

し

販

売

し

て

い
た

三

井

物

産

本

店

と
博

多

対

馬

小

路

三
井

物

産

出

張

所

で

は
、

従

来

米

油

に

は
隊

印

松

箱

石

油

・
露

油

に

は

M

&

e
O

二

印

魯

油

の
商

標

を
付

け

て
商

品

の

信

頼

度

を

高

め

る

よ

う

に

し

て
き

た

が
、

更

に

澄

客

の
便

を

図

り

販

売

量

を
増

加

し

よ
う

と

し

て
、

石
油

の
売

渡

し

証

(
販

売

予

約

切

手

)

を
考

案

し

て

い

る

。

売

渡

し

証

と

は

広

告

に

よ

れ

ば
、

「
時

ノ
相

場

二
従

イ
幾

分

之

約

定

金

領

収

ノ

上

ハ
、

約

定

個

数

ノ

証
書

差

出

シ
置

キ
、

何

時

ニ
テ

モ
御

入

用

ノ
節

全

額

亦

ハ

・、し

4
・と

マ
.・、て

ま
寒

内

渡

シ
等

御

随

意

差

上

河
」甲
。

尤

モ
他

エ
御

譲

渡

相

成

候

其

都

テ
御

便

利

二
任

候

義

二
御

座

候

。

」

と

い

う

も

の
だ

っ
た

。

ま

た
、

二
十

六

年

(
一
八

九

三

)

二

月

一
日
博

多

上

新

川

端
町

五
十
六
番
地

に

石

油

販

売

店

を

開

い

た
高

瀬

屋

(
柴

田
与

右

衛

門

)

で
は

、

開

店

祝

い

と

し

て

開

店

後

一
週

間

元
価

(
原

価

)

販

売

を
行

な

っ

て

い
る

。

明

治

の
前

半

に

は
大

し

て
売

れ

な

か

っ
た

石

油

も
、

明

治

も

中

ご

ろ

に

な

る

と

使

用

量

も

増

大

(
参

照

前

項

)
、

そ

れ

と

共

に

本

式
に

石
油

を

扱

う

店

も

現

れ
、

そ

ろ

そ

ろ
販

売

政

策

を

考

え

る
時

代

と

な

っ
て
き

た

訳

だ

。

こ
れ

ら

の

石
油

は
、

こ

の

こ
ろ

ま

で

は
舶

来

石

油

が

ほ

と

ん

ど

を

占

め
、
(
参

照

前

項

)
、

特

に

九
州

で
は
独

占

に

近

か

っ
た

よ

う

だ

。

そ

の
舶

来

石
油

も
、

最

初

は

米

国

ス
タ

ン
ダ

ー

ド

の
ひ

と

り

舞

台

だ

っ
た

よ

う

だ

。

し

か

し

明

治

十



八

二

八

八

五

)
～

九

年

こ

ろ

か

ら
露

国

石

油

が
輸

入

さ
れ

る

よ

う

に

な

り

、

米

露

間

で
販

売

合

戦

が

繰

り

広

げ

ら
れ

る

よ

う

に

な

っ
た

。

〔
明

治
事

物

起

原

〕

こ
れ

ら

石
油

は
、

最

初

の
間

箱

入

り

石
油

缶

で
取

り

扱
わ

れ

て
い

た

。

し

か

し

二
十

六

年

(
一
八

七

三

)

米

露

と

も

石

油

タ

ン
ク
に

入

れ

て
輸

送

す

る

よ
う

に

な

り

、

石
油

販

売

は
新

時

代

を

迎

え

る

こ

と

と

な

る
。

次

に

「
タ

ン
ク

石

油

輸

入

」

と

題

し

た

〔
明

治

事

物

起

原

〕
の
文

を

引

用

し

て
説

明

に
代

え

よ
う

。

タ

ン
ク
石

油

輸

入

明

治

十

八
九

年

の
交
、

露

国

石
油

潴

々

と

し

て
我

国

に

流

入

し
、

従

来

独

占

の
姿

な
り

し
米

国

ス
タ

ン
ダ

ー

ド

と

の
間

に
、

激

烈

な

る

競

争

を

開

始

す

る

や
、

浅

野

総

一
郎
、

将

来

の
大

勢

を
観

破

し
、

進

ん

で

日
本

に

於

け

る
米

油

一
手

販

売

を
引

受

け
、

越

て
明

治

二
十

六

年

に

は
、

輸

入

石

油

の
箱

代

頗

る

巨

額

に

⊥

る

を

不

利

と

し
、

横

浜

平

沼

に

タ

ン
ク

を

設

け

ん

と

す

る

や
、

反
対

者

の
中

傷

運
動

最

も

甚

し

く
、

其

極

数

百

の
暴

漢

忽

然

と

し

て
、

北

新

堀

な

る

氏

が
邸

宅

を
襲

撃

し

た

る

こ
と

あ

り

し

も
、

愈

よ

タ

ン
ク

の
成

就

す

る

や
、

輸

入

石

油

の
価

格

は
、

氏

の
予

想

の
如

く
低

落

し
、

大

に

世

を

益

す

る

所

あ

り

し

。

タ

ン
ク

石
油

と

は
、

広

告

に

よ
れ

ば
、

タ

ン
ク

で
輪
…送

す

る

こ
と

に

よ

り
輸

送

費

の
軽

減

を

図

っ
た

も

の

だ

が
、

〔
明

治

事

物

起

原

〕
の
文

に

よ
れ

ば
、

貯

蔵

に

も

タ

ン
ク

を

利

用

し

た

も

の
ら

し

い
。

コ

露

油

全
盛

時

代

(

明

治

二
十

六

年

二

八

九

三

)

、

米

国

ス

タ

ン
ダ

ー

ド

が

タ

ン
汐

輸

送

を
開

始

す

る
と

、

横

浜

と
神

戸

に

店

を

持

つ
露
油

の
輸

入

元

で

英

国

系

の

サ
ミ

ユ

ル

サ

ミ

ュ

ル
商

会

も

タ

ン
ク

輸

送

を

開

始

、

本

格

的

販

売

拡

張

に

乗

り

出

し

て
き

た

。

同

社

は

米

油

に

対

抗

す

る

た

め
、

二
十

六

年

三
月

大

阪

露
油

と

関

西

以

西

の

}
手

販

売

契

約

を
結

ん

で

い

る

が
、

大

阪

露
油

は

販

売

の

た

め

に

設

立

さ
れ

た

サ
ミ

ユ

ル
サ

ミ

ュ
ル
商

会

の
子

会

社

の
よ

う

な

気

が
す

る

。

し

か

し

最

初

の
間

九
州

で
販

売

す

る
露

国

産

石
油

は
、

長

崎

市

の

ホ

ー

ム

・

リ

ン
ヵ
商

会

が
輸

入
、

錨

印

・
露

国

バ

ト

ム
産

最

上

石
油

の
名

で
販

売

し

て
い

た

。

そ

の
後

大

阪

露

油

が

露

油

の

一
手

販

売

を

す

る

よ

う

に

な

っ
た

翌

月

四

月
、

同

市

恵

美

須

町

三
十

三
番

一尺

松

尾

巳
代

治

と

九

州

}
手

販

売

の
契

約

を
結

ん

で
い

る

が
、

以

後

し

ば

ら

く

の
間

リ

ン
カ

商

会

の
名

は

出

て

こ
な

い
。

こ

の
よ

う

に

販

売

系

列

を

た

ど

っ

て
く

る
と

、

サ
ミ

ュ
ル

・
リ

ン
カ

両

商

会

の
間

に

は

何

か

資

本

的

つ
な

が

り

が

あ

る

の

で
は

な

い

か

と

い
う

疑

問

が

湧

く

が
、

よ

く

分

か

ら

な

い
。

大

阪

露

油

は

、

露

油

の
関

西

以

西

の

一
手

販

売

権

を

得

る

と
、

そ

の

翌

月

の

四

月

に

は

久

留

米

市

に
特

約

販

売

所

を

開

設

、

翌

五
月

に

は
博

多

の
牟

田
商

店

と

も
特

約

販

売

契

約

を
結

び
、

九

州

市

場

の

開
拓

に

乗

り

出

し

て
き

た

。

次

に

挙

げ

る

の
は

そ

れ

ら

の
広

告

だ

が
、

牟

田
商

店

は
、

福

岡

橋

口
町
、

岡

松

太

七

・
福

岡
薬

院

町
、

山

下

円

造

・
博

多

中

石
堂

町
、

豊

村

次

平

・
博

多

行

町

、

園

田

小

七

の
四

店

を

傘

下

に

収

め

て
、

そ

れ

ぞ
れ

売

捌

き

受

持

ち

区
域

を

定

め

て

い

る

。

▲
特

約

販

売

所

設

置

広

告

(
二

六
、

四
、

二

七
、

福

日
。

同

五
、

二
九
、

福

陵

)

な
お

いえ
び

弊

社

石
油

発

売

ノ

日
猶

浅

シ
ト
難

に
、

品
質

精

良

光

輝

鮮

明

ナ

ル

ト
、

容

量

ノ
充

分

二
シ

テ
且

ッ
代

価

の
低

廉

ナ

ル
ト

ヲ

以

テ
、

既

二
大

方

諸

君

ノ
御

好

評

ヲ
博

フ

セ
リ

o

就

テ

ハ
今

般

一
層

購

買

者

諸

君

ノ
御

便

利

ヲ
謀

ラ

ン
ガ
為

ず
い
た

メ
、

左

ノ

所

二
特

約

販

売

所

ヲ
設

ケ
同

国

内

ハ
弊

社

ヨ
リ
直

接

販

売

不

致

候

問

、

向

後

石
油

御

入

用

ノ
諸

君

ハ
同

所

二
於

テ

御

請

求

被

成

下

、

弊

社

同

様

御

愛

顧

ノ

程
希

望

仕

候

也

。

明

治

二
十

六

年

四

月

大

阪

市

西

区

靱

上

通

三

丁

目

拾

番

屋

敷

、

大

阪

露

油

合

資

会
社

筑

後

国

石
油

特

約

販

売

所

福

岡

県

久

留

米

市

通

町

四

丁

目
、

野

田
儀

八

▲
特

約

販

売

所

設

置

広

告

(
二
六

、

七
、

一
六
、

福

日

)

一一



(右
と
同
文
に

つ
き
省
略
)

福
岡
市
博
多
石
油
特
約
販
売
所

福
岡
県
福
岡
市
博
多
馬
場
新
町
六
十
八
番
地

牟
田
万
次
郎

な
お
、
当
時
ど
の
よ
う
な
人
が
石
油

の
大
販
売
元
と
な

っ
た
か
を
知
る
こ
と

は
、
当
時

の
石
油

の
地
位
や
世
相
を
知

る
上
で
大
事
な
事
と
思
う
の
で
、
牟
田

万
次
郎
の
略
歴
に
触
れ
て
お
こ
う
o

▲
牟
田
万
次
郎
略
歴

牟
田
家
は
代
代
肥
前
鹿
島
藩
士
で
あ
っ
て
、
万
次
郎
は
、
幼
時
よ
り
儒
者

谷
口
藍
田
に
学
び
、
門
生
中
群
出
し
て
い
た
と
言
う
。
彼
は
少
壮
の
こ
ろ
政

界
に
出
、
初
め
長
崎
県
県
会
議
員
を

し
て
い
た
が
、
佐
賀
県
分
置
後
は
佐
賀

県
県
会
議
員
と
な
っ
た
。

そ
の
後
彼
は
米
穀
仲
買
人
と
な

っ
た
が
、
文
化
人
の
常
と
し
て
随
分
新
事

業
を
手
掛
け
て
い
る
。

以
下
そ
の
後
を
追

っ
て
み
る
と
、
明
治
十
五
年
七
月
、
松
田
正
久
と
は
か
り

長
崎
市
で
西
海
日
報
発
刊
、
明
治
十
六
年
佐
賀
県
会
に
九
州
に
鉄
道
を
敷
設

す
る
た
め
の
県
費
調
査
を
建
議
可
決
、
な
ど
、
文
化
を
先
取
り
す
る
よ
う
な

事
業
に
は
色
々
手
を
出
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
お
も
な
事
業
は
、
電
気

・

軌
道

・
米
穀
取
引
所
関
係
だ
っ
た
。
九
州
電
灯
鉄
道
の
前
身
広
滝
水
力
電
気

・
九
州
電
気

・
博
多
電
灯

・
佐
賀
県

の
砧
徳
軌
道

・
佐
賀
軌
道

・
川
上
軌
道

な
ど
、
み
な
そ
の
創
立
に
参
画
し
て
い
る
。
し
か
し
な
ん
と
言

っ
て
も
、
特

に
名
を
知
ら
れ
て
い
る
の
は
取
引
所
関
係
だ

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
佐
賀
米
穀

取
引
所
で
は
筆
頭
株
主
と
し
て
二
十
余
年
理
事
長
を
勤
め
、
そ
の
間
十
余
年

は
博
多
取
引
所
理
事
長
を
兼
務
、
ま
た
若
松
取
引
所

・
長
崎
取
引
所
の
理
事

長
を
努
め
た
こ
と
も
あ

っ
た
。

な
知
、
彼
は
、
現
在
砥
園
町
に
本
社

を
置
く
牟
田
石
油
社
長
の
祖
父
に
あ
た

る
o

大
坂
露
油

の
九
州
開
拓
は
、

翌
二
十
七
年

(
一
八
九
四
)
五
月
二
十
六
日
長

崎
に
支
店
を
開
設
す
る
に
及
ん
で
い
よ
い
よ
本
格
化
し
て
き
た
。
こ
の
こ
ろ
に

は
、
同
社
の
全
国
特
約
販
売
網
も
相
当
整
備
さ
れ
て
き
て
い
る
よ
う
だ
。
次
に

同
年
五
月
三
十
日
の
〔
福
岡
日
日

〕
に
掲
載
さ
れ
た
広
告
を
示
そ
う
。

▲
井
支
店
設
置
開
業
広
告

長
崎
県
長
崎
市
西
浜
町
七
十

一
番
戸
、
大
坂
露
油
合
資
会
社
長
崎
支
店
。

右
支
店
ヲ
設
置

シ
本
月
廿
六
日
開
業
、
廉
価

ヲ
以
テ

「
タ
ン
ク
」
石
油
販
売

バ
.「

,
か
葦
つ
る

母
ヒ

可
仕
候
間
、
弊
社
同
様
御
愛
顧
ノ
程
奉
願
候
。

V

明

治

二
十

七

年

五

月

大

坂

市

北

区

中

之

島

　
丁

目

三
十

二
番

屋

敷
、

大

坂

露

油

合

資

会

社

神

戸
市

栄

町

三

丁

目

二

十

七

番

屋

敷

、

同

神

戸

支

店

左

ノ
個

所

ハ
特

約

者

未

定

二
付
、

弊

社

又

ハ
支

店

ヨ
リ
直

接

販

売

ヲ
為

ス
ベ

シ
。

御

入

用

ノ
諸

君

ハ
続

続

御

注

文

ヲ
乞

フ
。

但

シ
特

約

希

望

ノ
諸

君

ハ
、

弊

社

又

ハ
支

店

へ
御

申

込

ヲ

乞

フ
。

越

前

敦

賀
、

近

江

彦

根

、

伊

勢

桑

名
、

志

摩

鳥

羽
、

山

城

伏

見

、

河

内

牧

方

、

和
泉

堺
、

岸

和

田
、

淡

路

洲

本
、

伊

予

今

治

、

播

磨

明

石

竜

野

、

備

前

岡

山

、

備

中

倉

敷
、

備

後

尾

ノ
道

、

周
防

徳

山
、

山

口
、

長

門

馬

関

、

丹
波

福

知

山

、

丹
後

宮
津

、

但

馬

出

石
豊

岡
、

伯
書

米

子
、

因

幡

鳥

取
、

出

雲

松

江
、

石

見

浜

田
、

隠

岐

八

尾

、

筑

前

若

松

、

豊

前

小

倉
、

豊

後

大

分
、

日
向

宮

崎
、

都

城

、

延

岡
、

薩

摩

川

内

、

壱

岐

勝

本
、

対

馬

厳

原
、

琉

球

那

覇

。

▲
井

タ

ン
ク

石

油

発

売

広

告

兼

而
、

品

質

精

良

光

輝

鮮

明

ナ

ル
ト
、

代

価

低

廉

ニ
シ

テ
而

カ

モ
容

量

充

分

ナ

ル
ト

ヲ
以

テ
、

大

方

諸

君

ノ
好

評

ヲ
得

タ

ル

「
タ

ン
ク

」

石

油

ハ
、

其

販

路

日
増

二
盛

大

二
趣

ケ

リ
。

就

テ

ハ

一
層

購

買

者

諸

君

ノ
御

便

利

ヲ
謀

リ
、

長

崎

港
神

崎

二

「
タ

ン
ク
」

ヲ

設
置

シ
、

来

る

二

十

六

日

ヨ
リ
弊

支

店

二
於

テ
右

石
油

販

売
、

精

精

勉

強

可
仕

候

問
、

本

社

同

様
続

続

御

注

文

被

成

下

度
、

V



此

段

広

告

仕

候

也

。

て

いす

追

而
各

地

方

特

約

販

売

者

諸

君

ハ
本

社

又

ハ
弊

支

店

就

レ

二
テ

モ
御

便

利

二
任

セ
御

随

意

御

注

文

ヲ
乞

フ
。

明

治

二

十

七

年

五

月

長

崎

市

西

浜

町

七

十

}
番

戸
、

大
坂

露

油

合

資

会

社

長

崎

支

店

。

こ

の

よ

う

に

し

て
大

坂

露

油

の

九
州

開

拓

は

急

速

に
進

展

し

て
き

た

の
だ

が

使

用

石
油

缶

は
、

新

し

く

製

作

し

た

日

本

製

で
、

他

の

メ

ー

ヵ

ー
品

と

区

別

す

る
た

め

に
外

箱

を

松

板

で
造

り

、

石
油

の
空

缶

は

高

価

に

買

い

取

る

旨

の
広

告

を

出

し

て
い

る

。

次

に

そ

の

二
十

七

年

七

月

十

四

日

の

〔
福

岡

日

日

〕
に

出

さ

れ

た
広

告
文

を

掲

げ

る
。

新

缶

松

函

入

「
タ

ン
ク

石
油

」

発

売

広

告

ギ
の

か
、
ψ

歌

弊

社

販

売

ノ

「
タ

ン
ク
」

石
油

ハ
、

其

販

路

日
増

二
盛

大

二
趣

ク

ニ
就

テ

ハ

益

益

購

買

者

諸

君

ノ
御

便

利

ヲ
謀

リ
、

容

器

一二

大

改

良

ヲ
施

シ
、

弊

社

製

{
・

訳

り
き

缶

所

二
於

テ
英

国

精

製

器
械

ヲ
以

テ
製

作

セ

ル
新

製

鉱

力

缶
詰

「
タ

ン
ク

」

・へく
う望
うツ

か
い

予

テ

御

通

知

致

置

候

弊

社

石
油

特

約

販

売

店

二
於

テ

石
油

発

売

河

仕

候

間

、

御

購

求

被

或

下

度

奉

願
候

也

。

一
、

新

鋲

力

缶

ハ
極

メ
テ

堅

牢

ニ
シ

テ
外

国

製

二
劣

ラ

ズ
。

従

テ
漏

洩

ノ

患

ア

ル
ー

ナ

シ
。

は

2

.

、

っ

ち

一
、

外

函

ハ
松

ノ
新

板

ニ
テ

堅

固

二
製

作

セ

ル

ヲ
以

テ
、

運

搬

ノ
為

メ

破

損

ヲ
来

タ

ス
一ー

勘
　
シ
o

一
、

新

鍬

力

缶

詰

ノ
容

量

ハ
極

メ

テ
充

分

ナ

リ

。

一
、

今

回

発

売

二
係

ル
空

缶

函

ハ
、

従

来

ノ
古

缶

函

二
比

シ
精

精

高

価

二

四貝
受

ク

ベ

シ
o

明

治

二

十

七

年
七

月

大

坂

市

北

区

中

之

島

一
丁

目

三
十

二
番

屋

敷

、
4
廿

大

坂

露

油

合

資

会

社

。

神
戸
市
栄
町
三
丁
目
二
十
七
番
屋
敷
、

井

同
神
戸
支
店

長
崎
市
西
浜
町
七
十

一
番
戸
、
島廿

同
長
崎
支
店
。

博
多
蔵
本
町
五
十
四
番
地
、
太
田
屋
商
店

・
太
田
清
造
が
、
石
油
販
売
を
始

め
る
た
め
神
戸
の
石
油
商
と
特
約
し
た
の
も
二
十
六
年
八
月
だ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
二
十
六
～
七
年
に
石
油
販
売
店
が
急
速
に
増
加
し
て
い
る
の
は
、

ラ
ン
プ
用
石
油
の
需
要
が
増
加
し
た
た
め
石
油
価
格
が
高
騰
、
そ
れ
に

つ
れ

て

日
本
の
産
油
量
お
よ
び
輸
入
量
が
激
増
し
た
た
め
ら
し
い
。

大
坂
露
油
の
積
極
販
売
策
は
非
常
な
効
果
を
収
め
、
従
来
米
油
の
十
分
の

一

に
も
満
た
な
か
っ
た
露
油
は
、
次
第
に
そ
の
得
意
先
を
奪
取
、

ス
タ
ン
ダ
ー
ド

で
は
そ
の
対
策
に
狂
奔
せ
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
し
か
し
露
油

が
長
崎
に
支
店

を
開
設
し
た
効
果
は
大
き
く
、
北
部
九
州

で
は
し
ば
ら
く
の
間
露
油
の
全
盛
時

代
が
続
い
て
い
る
よ
う
だ
。
ま
た
日
本
の
西
半
分
に

つ
い
て
見
て
も
、
可
成
り

の
販
路
を
獲
得
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

二
十
六
年
に
始
ま
る
激
し
い
石
油
の
販
売
合
戦
は
、
以
後

い
ろ
い
ろ
な
新
し

い
販
売
方
法
を
産
む
こ
と
に
な
る
、
次
に
そ
の

一
例
と
し
て
、

二
十
八
年

二

八
九
五
)

一
月

一
日
の
〔
福
岡
日
日

〕
に
掲
載
さ
れ
た
太
田
清
蔵
商
店
の
広
告

を
示
そ
う
。
た
だ
し
、
文
中
大
坂
菊
田
火
止
石
油
店

(
参
照
二
、
L
ヒ
ラ
ン
プ
)

と
あ
る
の
は
、
前
述
神
戸
の
石
油
商
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
分
か
ら

な
い
。

恭
賀
新
禧

(新

年
の
よ
ろ
こ
び
)

太
田
屋
石
油
店

ハ
各
得
意

二
対

シ
、
売
買
割
引
券

ヲ
呈

ス
。
太
田
屋
石
油
店

廿
七
年
度
割
引
金
額

ハ
七
十
八
円
也
。

石
油
店
は
大
阪
菊
田
火
止
特
約
店
な
り
、
石
油
店
は
専
業
の
外
種
子
油
を
販

売
せ
り
・
石
油
店
は
専
業
の
外
魚
油
色
油
類
販
売
せ
り
。
石
油
店
は
他
店
と

異
り
安
価
精
実
の
特
色
あ
り
・
石
油
店
は
顧
客

の
便

二
依
り
甲
乙
丙
割
引
券

あ
り
○



　
福

岡

市

博

多

蔵

本

町
、

太

田

清
蔵

商

店

。

病

気

二
付

拝

趨

ノ
礼

ヲ
欠

ク
、

太

田

清

蔵

。

ま

た
、

米

油

や
露

油

の
信

用

に

あ

や

か

ろ

う

と

し

て
、

商

標

を
模

造

す

る

者

も

現

れ
、

二
十

八

年

二
月

七

日

の

〔
福

陵
新

報

〕
に

は

、

次

の

よ

う

な
広

告

が

出

さ

れ

て

い
る

。

奸
商

各

地

石

油

商

諸

君

二
告

グ
。

詐
詭

好

計

二
注

意

セ

ヨ
。

タ

ン
ク

石

油

二
新

松

の

名
称

ヲ
附

シ
、

之

ヲ

正

真

ノ
松

箱

石
油

二
代

へ
売

捌

霊

(等
)

ク
者

ア
リ

。

其

箱

ノ

両
側

面

ニ

ハ
他

ノ
意

儀

ア

ル
横

文

ノ
商

標

ヲ
証

シ

ァ

レ

ド

モ
、

其

文
字

ノ
配

列

巧

二
松
箱

ノ
商

標

二
模

擬

シ
、

瞥

見

ス

ル
時

ハ
恰

モ

真

正

ノ
松

箱

二
均

シ
。

諸

君

ハ
決

テ
斯

ル
好

策

二
成

レ

ル
石
油

二
触

レ

ラ

レ

ザ

ラ

ン
コ

ヲ
翼

望

ス
。

本

件

ハ
既

二
在

長

崎

米

国

領

事

ヨ
リ
長

崎

県

知

事

閣

下

二
照

会

セ

ラ

レ
タ

ル

ニ
、

明

正

ナ

ル
知

事

閣

下

ハ
直

二
其

措

置

ノ
労

ヲ
容

レ

ラ

レ
、

且

大

阪

府

庁

ヘ
モ
商

議

セ

ラ

レ

ン
コ

ヲ
約

諾

セ

ラ

レ
タ

リ

。

(
中

略

)

紐

育

ス

タ

ン
ダ

ー

ド

石
油

会

社

こ

の

こ

ろ

石
油

の
需

要

増

加

は
相

当

の
も

の
だ

つ
た

ら

し
く

、

先

行

き

不

足

を

見

越

し

て
、

米

国

石

油

の
専

売

権

を

持

つ
横

浜

居

留

八
番

館

ス
タ

ン
ダ

ー

ド

商

会

が
売

り
渋

っ
た

の

で
、

石
油

価

格

は

暴

騰
、

二
十

八

年

三
月

十

}
日
に

は

十

八

リ

ッ

ト

ル
?

入

一
缶

が

二

円

十

八

～

十

九

銭

に

ま

で

な

っ
て

い

る

。

二
十

年
代

ま

で

の
石

油

販

売

店

は
、

他

の
商

品

を

販

売

し

な

が

ら

石

油

販

売

を
兼

営

し

て

い
た

所

が
多

か

っ
た

よ

う

だ

。

前

述

し

た
博

多

の
牟

田

商

店

な

ど

も

そ

の

一
例

だ

が
、

そ

の
外

、

二

十

八

年

五
月

の
久

留

米

市

日

吉

町

(
元

通

町

五
丁

目

)

国

武
喜

次

郎

糸

店

(
和

洋

綿

糸

商

)

の
石

油

卸

商

兼

営

も

そ

の

よ

い
例

と

な

る

。

綿

糸

商

が

石
油

卸

を
兼

営

す

る

ほ

ど

だ

か
ら

、

小

売

商

が
ど

の

よ

う

な
状

態

だ

っ
た

か
想

像

が

つ
こ

う

と

い

う

も

の

だ
。

(マ
マ
)

二
十
八
年
六
月
に
は
、
博
多
蔵
本
町
五
十
四
番
地
太
田
清
蔵
が
、
大
阪
露
油

の
タ
ン
ク
石
油
特
約
販
売
所
と
な

っ
て
い
る
。
同
月
二
十
六
日
の
〔
福
陵
新
報

〕
広
告
に

「
(今
般
)
左
ノ
所

二
特
約
販
売
所
ヲ
設
ケ
、
筑
前
国
博
多
地
方

ハ

テ々
いた

弊

社

ヨ
リ
直

接

販

売

不

致

候

間
、

向

後

タ

ン
ク

石

油

御

入

用

ノ
諸

君

ハ
、

同

所

二
櫛

テ
御
購
成
下

云

云

」

と

し

て

同

店

の
名

を

挙

げ

て
あ

る

か

ら

、

本

項

で
前

述

し

た
博

多

馬
場

新

町

牟

田
商

店

は
、

こ

の
以

前

に
大

阪

露

油

と
手

を

切

っ
て

い

た

(
石
油

販

売

か

ら

手

を

引

い

た

?

)

こ
と

が
知

ら

れ

る

。

し

か

し

こ

の

こ

ろ

ま

で
が
、

露

油

の

全
盛

時

代

だ

っ
た

よ

う

だ

。
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史
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述
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あ
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。

(
今
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健

治

)


